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ジャパンファウンデーションは、2004年度も未知の分野からメジャーなテーマまで幅広く焦点を当てながら、諸

外国との文化芸術交流を展開してきました。注目を浴びる日本の“おたく”文化の海外紹介から、戦火が消えぬイ

ラクの演劇・音楽の公演、中東・アラブ世界の映画祭や南アジア演劇の上演まで。対象とする題材の広がりをお伝

えしながら、日本と世界の多様な文化芸術の交流の模様をご覧いただきます。

ヴェネチア・ビエンナーレ

「おたく：人格＝空間＝都市」を
テーマにユニークな都市論を展開。

2004年9月12日から11月7日まで、第9回
ヴェネチアビエンナーレ国際建築展日本館

（カステッロ公園内、ヴェネチア）において、
「おたく：人格＝空間＝都市」展が開催され
ました。

本展は、秋葉原という都市をテーマとして
取りあげ、その都市空間が、いかに「おたく」
という人格によって形成されてきたかを問う
ユニークな都市論を、日本館というスペース
の中で展開したものです。

「おたく」といえば、まず、本やCD、フ
ィギュアなど、おたくが好むモノが乱雑に溢
れている個室をイメージしますが、「おたく」
という人格が作り上げる独特の個室をミニチ
ュアサイズで再現しました。さらに、数十万
人が集うコミック・マーケットや秋葉原の都
市空間、「おたく」の国際的な広がりを示す
ものとして、韓国のネット空間などを連続し
た箱庭として表現しました。

いわゆるオーソドックスな建築展を展開し
たイギリスやドイツなどの他国のパビリオン

に比べ、「おたく」の独特の世界を表現した
日本館は、フィギュアやゲームポスターなど
の展示物を配し、海外の観客からも好評を得
ることができました。

もともと、ヴェネチアビエンナーレ建築展
の日本館テーマとして、日本国内ではネガテ
ィブなイメージが強かった「おたく」を取り
あげることの是非については、賛否両論があ
りました。

しかし、結果的に、漫画やアニメーション
などの海外の人気ぶりとも合い通じる現代日
本文化の一断面を、国際的な汎用性とともに
示すことができたことは、これまでにない大
きな成果といえます。

また、このヴェネチアでの展示の様子は、
NHK日曜美術館など、国内のメディアでも
特集されました。

さらに、国内においても、ぜひ展覧会を見
たいという一般の方々からの強い要望に応え
るため、東京都写真美術館との共催で、2005
年2月5日から3月13日まで、日本帰国展を開催

しました。会期終了間際には、入り口に行列
ができるほどの動員数を擁し、こちらも大盛
況のうちに幕を閉じることができました。

「おたく：人格＝空間＝都市」展では、ア
ニメや漫画、ゲームなどのメディア横断的な
特徴を持つ「おたく趣味」が、特有の自意識
とセクシュアリティを背景に、海外にまで越
境する国際的趣味となってきている状況を示
し、国内外において、それぞれ大きな反響を
得ることができました。

また、この展覧会を機に制作された限定フ
ィギュア付きカタログは、幻冬社より出版さ
れ、すでに完売となりましたが、一時は、あ
のハリーポッターを抜く予約を獲得するなど
の人気商品となりました。

本展のコミッショナーは森川嘉一郎、参加
作家は、丹下健三、岡田斗司夫、海洋堂、大
嶋優木、斎藤環、開発好明、コミックマーケ
ット準備会、宣政佑、よつばスタジオ（敬称
略）です。

「秋葉原の箱庭」の前で、観客に解説する森川嘉一郎コミッショナー（日本館内） レンタル・ショーケースに見入る観客

日本館入り口
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テレビ放映のほか国内でも
展覧会を開催し、好評。

現代日本文化の一断面である
「おたく趣味」が国際的趣味へ。



ヴェネチア・ビエンナーレ│イラクの演劇と「ウード」奏者の公演、教員の招へい�

文
化
芸
術
交
流
　
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス�

イラクの演劇と「ウード」奏者の公演、教員の招へい

中学･高校教員グループ招へいは、1973年
から毎年実施している主要事業の一つであ
り、これまでに全世界から招へいされた社会
科教員などの数は7,000人にのぼります。本
事業はその一環として、イラク・サマーワ地
域から社会科教員10名と教育行政官4名を招
へいしました。外務省・文部科学省、埼玉県
教育委員会を訪問し、県内の小・中学校で生
徒や教員との交流も体験しました。また、日
本語国際センターでの華道デモンストレーシ
ョン体験や日本の教育に関するレクチャーの
受講、江戸東京博物館・関西国際空港の視察
など精力的にこなしました。ちょうど同時期
外務省の招へいで来日し、研修を行なってい
たムサンナー県テレビ局クルーが一部日程に
同行し、先生方の交流風景を撮影する一場面
もありました。

一行の学校訪問の様子は日本の新聞やテレ
ビでもニュースとして報じられ、イラクへの
関心の高さをうかがわせるとともに、日本で
はあまり知られていないイラクの教育事情に
ついて知る良い機会ともなりました。一行は
帰国にあたり、来日の成果を広く関係者と共
有したいと熱く語るなど、日本の教育に大き
な影響を受けたようです。

カイロ在住ながらイラクを代表するウード
奏者（アラブの伝統的弦楽器）、ナスィ－ル･
シャンマが率いる音楽グループを招いて行な
われた公演は、2004年11月26日から12月3日
の間に行なわれ、動員数は1,415名を記録。
多くの観客がその未体験の音色に酔いしれま
した。

本人の強い希望により、被爆地である広島
（メルカつきまちホール）と長崎（ゲバント
ホール）で1回ずつコンサートを開催。さら
に国際交流基金フォーラムで2回、それに加
えて東京で1回のセミナーと記者会見用の1回
の公演が実現しました。

ナスィ－ル･シャンマの音楽性は非常に高
く、各地で絶賛のうち公演を終了。アンケー
トの回収率や結果からも各公演地の観客から
はかなりの高い評価を得ていることがわかり
ました。

イラクはフセインの独裁政権が崩壊した後
も、テロの激化や治安の悪化により、いまだ
に混乱状態にあります。そうした状況のなか、
ジャパンファウンデーションでは10月にバグ
ダッドのアル･ムルワッス劇団を、11月にア
ラブの伝統的弦楽器「ウード」の演奏者であ
るイラク出身のナスィ－ル・シャンマ氏を招
いて、公演・シンポジウムを行ないました。

こうした公演はイラクの「今」を日本国民
に伝えるだけでなく、イラクやアラブの文化
理解もめざして開催され、両事業ともにマス
メディアでも大きくとりあげられるなど、高
い注目を集めました。実際にこの2つの公演
は、多くの日本国民にイラクの現状を伝える
効果があったことはもちろん、同時にイラク
ならびに中東アラブの文化水準の高さも伝え
る役目を果たし、予想以上の成果をあげてい
ます。両事業ともにイラクの平和と安定を願
う意味でも、重要な公演であったといえるで
しょう。

アル･ムルワッス劇団の公演は、2004年10
月6日から24日の間に、東京では国際交流基
金フォーラムと共催のタイニイアリスで各3
回ずつ、さらに名古屋千種小劇場で3回、大
阪アリス零番館－ISTで6回と精力的に行な
われ合計15回の公演に、東京でのシンポジウ
ムをあわせ、合計で1,343名を動員しました。

いずれの公演も観客の評判は上々で、大き
な成功を収めました。イラク・バグダッドよ
り、十分な事前調査ができないなどの数々の
困難を乗り越えて19名からなる劇団を日本へ
初めて招へいした点は、評価に値するのでは
ないでしょうか。
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イラクからの中学・高校教員
グループの招へいを実施。

伝統的弦楽器「ウード」の
コンサートを開催。

イラク・アラブの文化理解をめざし
イラク現代演劇公演。

アル・ムルワッス公演の様子

埼玉県の中学校を訪問するイラクからの教員

ナスィール・シャンマ公演の様子
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映画祭

映像出版課は、海外日本映画祭や出版事業
と共に、国内での映画祭・上映会も主催して
います。2004年度は、旧アジアセンター以来
継続しているアジア・中東映画の上映会と、
新たに開始した英語字幕付き日本映画上映会
を大きな二本柱として、各種イベントを実施
しました。

まず、日本人のアラブ・イスラームに対す
る理解の促進が急務とされることから、これ
まで馴染みの薄かった中東・アラブ世界の映
画の紹介・普及に力点を置いたイベントを次
の内容で行ないました。

「国際交流基金映画講座2004－2：アラブ
映画祭プレイベント（2004年9月）」と「同
2005－1：アラブ映画祭プレイベント2（2005
年2月）」では、これまで日本に紹介されてき
たアラブ映画の上映に加え、専門家によるイ
ラク報道やレバノン映画史をテーマとした講
演を同時開催しました。さらに、「プレイベ
ント2」では、パレスチナ出身のミシェル・
クレイフィとイスラエル出身のエイアル・シ
ヴァンが共同監督した4時間半の長編ドキュ
メンタリー『ルート181 パレスチナ－イス
ラエルの旅の断章』の上映を行ない、パレス
チナ問題に関心を寄せる層を中心に、多くの
観客を集めました。

なお、これらの集大成として「アラブ映画

祭2005（2005年4月実施）」を実施しました。
（詳細は来年度版の本誌に掲載予定）

また、文化庁文化交流使としてイスラエル
に滞在した四方田犬彦氏（明治学院大学教授）
の帰朝講演会を中心にした「国際交流基金映
画講座2004－1：シオニズムと映画（2004年
8月）」では、貴重な映像資料を参照しながら、
イスラエル映画の誕生から現在までを俯瞰
し、馴染みの薄いイスラエル映画に対する理
解の促進をめざしました。

アジア映画については、福岡市総合図書館
との共催で、「香港映画の黄金時代Ⅱ：ブル
ース・リーを撮った男　キャメラマン西本正
の伝説（2004年11～12月）」を実施。映画全
盛期の1960年代に香港映画界に招かれてか
ら、ブルース・リーの信頼を得て『ドラゴン
への道』『死亡遊戯』はじめリー作品の撮影
を担当するまでの西本正（1921－97）の軌跡
を追い、『東海道四谷怪談』『ドラゴンへの道』
など７本を上映。さらに、山根貞男氏（東海
大学教授）や西本照子氏（西本正夫人）によ
る対談や講演も実施しました。また、本事業
と連動して、筑摩書房から西本正／山田宏
一・山根貞男著『香港への道 中川信夫から
ブルース・リーへ』も出版されました。

日本映画は、一部の映画祭を除くと英語字
幕付きで上映される機会がなく、大半の
DVDにも字幕がないため、在留外国人にと
っては大きなハードルとなっています。

この現状を改善しようと、在留外国人にも
日本映画に接してもらうことを目的とし、海
外上映用の当基金フィルム・ライブラリーを
活用する「英語字幕付き日本映画上映会」シ
リーズを新たに開始。第1回「日本映画の巨
匠と女優たち」（2004年6月）、第2回「にっ
ぽん60年代 巨匠たちの原点」（2005年3月）
の2回の上映会を行ないました。

第1回は、黒澤明、溝口健二、清水宏など
一時代を築いた巨匠たちの名作を並べ、日本
映画を海外へ紹介した先駆者、ドナルド・リ
チー氏（映画評論家）による講演を実施。な
かでも、黒澤明の『白痴』には400人近い観
客が来場する盛況となりました。

第2回は、今なお第一線で活躍する山田洋
次、吉田喜重、篠田正浩らが、デビュー当時
の1960年代に撮った作品を上映すると共に、

『日本脱出』の上映後に、吉田喜重監督の講
演会を実施。高度経済成長、環境破壊、東京
オリンピック、学生運動の高揚、テレビの普
及、映画界の斜陽化などが同時に進行し、日
本社会の転換期となった60年代を再考する機
会となりました。

英語字幕付き日本映画上映会を
在留外国人向けにシリーズ化。
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「国際交流基金映画講座2005-1」で行なわれたナジ
ーブ・エルカシュ氏の講演「世界のメディアにおける
イラク、中東メディアにおけるイラク」

「香港映画の黄金時代Ⅱ」「英語字幕付き日本映画上映会」チラシ

日本人のアジア・中東理解の促進を
めざし、特集上映や講演会を実施。
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まちづくり専門家グループの招へい
かさを共有するしくみとしての文化」をテー
マに、スペイン・フィンランド・英国（スコ
ットランド）・ハンガリーから環境経済学、
地理・地勢学、都市計画、地域通貨、文化事
業運営などの5名の専門家を2005年3月19日
から3月31日までの期間招へいしました。バ
ルト三国と強く結びついたフィンランドやス
ペイン・カタルーニャ地方など地理的・文化
的複合性の強い地域の特性や地域通貨「レッ
ツ」などの市民主体のボランタリー･ツール、
またEU新規加盟国の立場などを生かした、
多面的な発表がなされました。それぞれに、
新たな都市の活性化をめざし、「地域」と

「市民」のアイデンティティ模索と「持続可
能な豊かなまちづくり」を試みる仕掛け人た
ちが、新たな時代に生きる市民として自らの
手でまちの豊かさとにぎわいを生みだしつづ
けることについて、日・EUの視点から議論
しました。また、2005年3月29日には千葉大
学21世紀COEプログラム『持続可能な福祉
社会に向けた公共研究拠点』との共催による
シンポジウムを開催しました。ボーダーレス
の時代を迎え、境界のゆらぐEU地域政策の
現状とそのなかでの市民の役割に関する突っ
込んだ議論が行なわれ、まちづくりの新たな
可能性を考える機会となりました。

インド・ブータンまちづくり専門家グルー
プは「ひとを育み、まちをつくる：『文化の
創造的継承』の先駆的試みを考える」をテー
マに都市計画、景観保全、青少年教育、文化
政策、法律、文化財修復、市民啓発活動など
の専門家8名を2004年11月30日から12月14日
までの期間招へいしました。アーメダバード
やポンディシェリーといったインドの地方都
市での先駆的なまちづくりと市民参加啓発、
ブータンにおける無形・有形の伝統文化の創
造的継承の新たな試みなど、日本でほとんど
知られていない情報を関係者が共有する貴重
な機会となりました。

EUまちづくり専門家グループは「ひとは
市民となり、まちのにぎわいを創り出す：豊

市民青少年交流課はジャンルや地域の区分
を超えた複合的な文化交流を「ひととくらし」

「その主役たる市民青少年」を基軸に幅広く
展開するために2004年に新設されました。そ
のプログラムの一つとして、世界各国で「ま
ちづくり」に携わる指導者を招待し、関係者
との交流の場を提供するのがこのシリーズで
す。初年度はインド・ブータン、EUの2グル
ープを招へいしました。いずれも「まち」を
都市に限らず、「市民が日常生活を営む場＝
総合的文化環境」ととらえ、そこに存在する
文化財・景観・文化行事などの文化資産や市
民活動によって「まち」が生き続け、にぎわ
い続けることの意味を市民参加・青少年育成
の視点から様々に考察するものです。

文化人招へい
態も起きました。感性の文化交流も試行錯誤
の連続ですが、チョ・ヨンナム氏の出会いと
発見が、長い時間を経て熟成されることを期
待したいものです。

前出のズヴャギンツェフ監督のもう一つの言
葉を紹介しましょう。「日本では私の中にさま
ざまな発想が生まれたが、それはまだ完成され
たものではない。しかし、これだけは言ってお
きたい。創作活動をしている人々にこのような
素晴らしい機会を、営利を目的とせずに与えて
くれるジャパンファウンデーションのような団
体が存在することが、私はうれしい」。

した。監督は前々から芭蕉や曽良の俳句をロ
シア語訳で愛読し、胸中に日本のイメージを
育んでいたのです。

2004年9月に招いた韓国の趙英男（チョ・
ヨンナム）氏は、韓国を代表する流行歌手で
あり美術作家ですが、従来日本との関わりが
なく、むしろ日本に対してネガティブなイメ
ージを抱いていました。日韓ワールド杯サッ
カーをきっかけに芽生えた日本への関心を携
え、10日間の訪日を実現。そのなかで、靖国
神社を「視察」したり、多様な日本の文化と
人間に接しました。仙台では、ファンのため
に、パーソナルなコンサートも開催しました。
帰国後の便りには、「訪日の経験は私の余生
に大きな影響を与えました。私は今後韓国で
日本を知らせる役割を担うことになるでしょ
う」とあります。翌年春には、韓国と日本で

「殴り殺される覚悟で書いた親日宣言」を刊
行し、従来の日本観に一石を投じて話題を呼
びましたが、韓国内では、マスコミの誤報道
から生じた非難騒ぎに巻き込まれる残念な事

出会いと発見を目的に
海外文化人を招へい。

プログラムの目的は、出会いと発見です。
「文化芸術事業」の基本方針として、「可能な
限り多くの人々の感性に訴えて発見を促し共
感を引き出し･･･日本理解の増進をめざす」
と謳っている通り、これまで日本との接点が
なかった海外の文化人を日本に招き、日本文
化に触れ、日本人と交流する機会を提供する
このプログラムは、感性に訴えるタイプの代
表的な文化交流事業といえます。

2003年衝撃のデビュー作「父、帰る」で、
ベネチア映画祭の新人監督賞とグランプリ金
獅子賞を一挙に受賞したロシアの映画監督ア
ンドレイ・ズヴャギンツェフ氏は、2005年1
月に来日し、夫人とともに、京都・広島・宮
島・松島・富士山・箱根・東京と、10日間で
日本を駆け巡りました。帰国後「雪の松島。
世界で一番美しい場所にようやくたどり着け
た、という気がする」との感想を送ってきま

奈良まちづくりセンターにて（インド・ブータン） 基金国際会議場でのシンポジウム

趙英男氏によるコンサート

インド・ブータンとEU各国の
それぞれの試みの報告と考察。
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世界各国から「まちづくり」の
専門家を招き、交流の場を提供。
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月も続けた」。
違う考え方、違う生き方をした人たちと一

緒に作品を作ることが何より勉強になったと
いう宮本氏。「太平洋序曲」は、前回日本人
のキャストで上演した時には生じなかった、
さまざまな文化的相違を乗り越えてできあが
ったものでした。

このミュージカルは話題を呼び、2004年12
月2日から翌年1月31日までの会期中に７万人
が足を運びました。

2005年3月2日にはジャパンファウンデーシ
ョン本部で講演会が行なわれ、宮本氏はこの
作品で伝えたかったことを「歴史とは、その
時、そこに生きている人がつくっていくもの
である。つまり、日本の開国を体験した、さ
まざまな人間が歴史をつくっている」とまと
めました。

ニューヨークでの公演が２回目となるベテ
ラン演出家の宮本氏ですが、今回の経験につ
いて「（稽古中）悩みなんかなかったといえ
たらよかったが、現実はそうではなかった」
といいます。

「午前11時に始まる稽古のために、朝はほ
ぼ5時に起床。台本を頭に入れた上で、それ
をキャストに伝えるためのアイデアを練りは
じめる。ステージでのアクションを、どうや
って役者が共感を呼び起こす言葉で表現し演
技をしてもらうか。鋭い感受性を持っている
キャストそれぞれから、何を引き出すか、考
えをめぐらす。うまく（台本にあることを）
表現できていない役者に、どうやって気持ち
を伝えるか、相手をコントロールするのでは
なく、五感、六感を引き出す、そのために多
くの時間を費やす。それからようやく稽古に
入るという一日のスケジュール。これを３カ

日本と米国、太平洋を隔てた両国の出会い
から150年後の2004年、日本の開国を題材に
したミュージカル「太平洋序曲」が宮本亜門
氏の演出によりブロードウェイで上演され、
ジャパンファウンデーションは特別協力とい
う形でサポートしました。

「太平洋序曲」は、1853年の黒船来航以降
の日本の急速な近代化を描いた作品です。さ
まざまな状況におかれた日本人が、開国とど
のようにかかわり、その時何を考えたかを描
いたミュージカルで、初演は1976年でした。
宮本氏は2002年にこの作品をニューヨークに
て日本人のキャストで上演し、成功を収めま
したが、今回、同じミュージカルを、アメリ
カ人のキャストで上演したということで、内
外で大いに注目を集めました。

2004年12月2日のオープニングに先立っ
て、9月22日にはボストン美術館で公開シン
ポジウム「MIT Meets Broadway」が開催さ
れ、宮本氏と米国歴史学界の重鎮であるジョ
ン・W・ダワー教授とが日米交流の原点につ
いて語り合いました。
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Have We Met?―見知らぬ君へ展
現代美術展を見に来たというカジュアルな感
覚で訪れる人々が増えてきました。同時代の
アジアの文化・芸術を紹介してきた旧アジア
センター事業の一つの成果がここに見てとれ
ます。その変化は、朝日新聞に掲載された次
の展覧会評が端的に指摘しています。「90年
代、アジアの現代美術は躍進した。それを見
て育った新しい世代の美術家や展示企画者た
ちが活躍を始めた。今回4カ国から選ばれた4
人の企画者たちもそうだ。彼らは、アジアを
起点に新しい隣人関係を作ろうとしているよ
うだ。展覧会名は、そのための軽やかで慎み
深い、出会いのあいさつということだろう。」

（朝日新聞2005年1月20日（木）夕刊12頁）

はいずれもグローバルな視点を持ちつつ、ロ
ーカルな美術環境のなかで様々な企画とプロ
ジェクトを通じてアジアの確かな「今」を表
現している新進の人材です。

展覧会は、ジャパンファウンデーションの
単独主催により、2004年12月11日から2005
年1月30日まで国際交流基金フォーラムで実
施。開館日は全33日間にわたり、2,886名

（一日平均85名）に上る入場者を集めました。
またアンケート集計数は全入場者数の20％に
あたる589名を数え、その95％が「大変よか
った、よかった」の項目に該当し、高い評価
を得ることができました。観客層は長年、国
際交流基金フォーラムの展覧会を見続けてき
た人から今回初めての人までさまざまでした
が、多くが10代から20代、30代にかけての若
年層でした。また、現代美術に親しんだ人々
のほか、サブカルチャー的要素の強い作品や

「かわいい」傾向の作品の影響からか、子供
のいる家族連れや若い女性が多かったのも特
徴でした。

同時代のアジアの現代美術を見る眼も確実
に変化しており、アジアという地域の特殊な
美術を見にきたというより、同時代の普通の

1980年代後半以降の経済発展はアジアの社
会・文化に大きな変化をもたらしましたが、
90年代以降のグローバルなデジタルテクノロ
ジーの進化は、さらにその変化を加速してい
ます。こうした文化環境のなかで、特に高度
経済成長期に成長した20～30代の若い世代
は、ＴＶ番組やアニメ、ポップスその他のサ
ブカルチャーを共通体験として持ち、各国の
文化環境の違いがあるとはいえ、芸術文化の
分野でも、共有された同時代感覚が指摘され
ています。

ジャパンファウンデーションでは、アジア
のこのような現状を踏まえ、アジア地域の若
い世代の美術関係者のネットワーク形成を目
的に、2002年度、2003年度と新感覚の展覧
会を紹介してきましたが、2004年度「Have
We Met？―見知らぬ君へ」では、日本と東
南アジア・南アジアに焦点を当て、インド、
インドネシア、タイ、日本の若手キュレイタ
ー4名が共同で14名の作家と作品を選び、展
示内容を構成しました。各国のキュレイター

日米交流150周年事業　「大平洋序曲」

宮本亜門氏演出のミュージカルを
ブロードウェイで上演。

Have We Met? 展示風景（国際交流基金フォーラム）

ジャパンファウンデーション
本部で開催された制作発表会
（2004年7月）

「大平洋序曲」
ポスター

アジアの若手キュレイターによる
新感覚の展覧会を開催。
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Have We Met?―見知らぬ君へ展│日米交流150周年事業「大平洋序曲」�

南アジア演劇
スリランカがルワンティ・ディ・チケラ。こ
れに、映像作家、音楽家、衣裳デザイナーな
どのクリエイティブ・スタッフが加わり、マ
ルチ・メディア作品に仕上げています。

作品は、中央アジアに生まれ、1526年にイ
ンドにムガール帝国を開いた人物、バーブル
に着想を得た、「物語の記憶―サマルカン
ド・カーブル・ヒンドゥスターン」。25年に
わたってひたすらインドをめざして各地を侵
攻したバーブルという人物を通し、現代を照
射しようとする試みです。

初演は2004年11月25日から27日まで国際
交流基金フォーラム、同年12月1日から2日ま
で京都芸術劇場・春秋座で上演されました。
また、2005年1月6日にインド・ニューデリー
で、同国最大の現代演劇際「Na t i o n a l
School of Dramaフェスティバル」のオープ
ニングを飾り、大きな反響を呼びました。

南アジア各国の若手演出家5人が
創りだした現代演劇。

これまで演劇交流の立ち遅れていた南アジ
ア（インド、スリランカ、ネパール、パキス
タン、バングラデシュ）との共同作業を実現
しました。国際コラボレーションの新たな可
能性を探ることを目的として、各国1名ずつ
計5名の演出家が、同等の権利と責任の下に
共同で一つの作品を創造するという方法論を
取りました。2003年度には、各国演劇事情の
調査や演出家の選定、全演出家の作品の紹介
(日本公演)を行ない、2004年度に共同作業か
ら上演までを実施しました。先鋭的な仕事を
している若手で、かつ他者との共同作業に強
いモチベーションを有している者、との観点
で選定した5人の演出家は、インドがアビラ
シュ・ピライ、バングラデシュがアザッド・
アブル・カラム、ネパールがアヌープ・バラ
ール、パキスタンがイブラヒム・クレイシー、

劇団「風の子」インドネシア・東ティモール公演
「風の子」の演劇公演には、各公演地で小学
校入学前から中学生くらいまでさまざまな年
代の子供が劇場に詰めかけました。舞台に上
がった3名の役者の一挙手一投足を見つめて
いた彼らの楽しそうな表情は深く印象に残っ
ています。

また、公演の合間に訪問した元避難民が居
住するキャンプや東ティモールの海岸でも、
子供たちが「風の子」のメンバーを生き生き
とした表情で迎え、メンバーがリードする手
や体を使った遊びに熱中していました。本事
業では、演劇公演を通じた直接的な心のケア
のほか、教育の現場でも情操教育が持続的に
行なわれていくことを願い、バナナの葉や新
聞紙など身近なものを創造的に教育現場で活
用していく方法を考えるワークショップを、
地元の教育関係者を対象に開きました。

ンには、推計5万を超えるとも言われる東テ
ィモールからの元避難民が生活しており、そ
の一部がいまだにキャンプで暮らし、子供が
教育や芸術に触れる機会が制限された状態が
続いています。このような事態をうけ、イン
ドネシアの西ティモールや建国間もない東テ
ィモールにおいて、2005年3月18日から25日
まで地域の復興と子供の心のケアや情操教育
を目指し、子供を対象とした芸術事業を実施
しました。

今回の事業は単なる日本文化紹介でなく、
心に傷を負った子供たちへのメンタル・ケア
にも注目することで、この地域の平和構築に
少しでも役立つものとなる内容構成を考えま
した。その結果、子供向けの演劇活動を行な
っている劇団「風の子」の公演とワークショ
ップを、元避難民が多く住むインドネシアの
東ヌサ・トゥンガラ州ベルー県アタンブア、
東ティモールのディリの2都市で実現。劇団

日本文化の紹介と、子供たちの
メンタル・ケアを目的に公演。

東ティモールは1999年8月の住民投票で、
インドネシア国内に留まるか独立かを問わ
れ、8割近い市民が独立を選択しましたが、
その結果が判明した直後から治安が一気に悪
化し、独立に反対する併合派民兵によると思
われる発砲、殺害、放火などの破壊行為が起
きました。この過程で25万人を超える人々が
西ティモールへ避難し、大量の避難民が発生
しましたが、東ティモールは2002年5月に独
立し、関係機関の努力もあり西ティモールに
流入した人々も大半が帰還を果たしました。
こうした成果からUNHCRは2003年1月より
西ティモールに避難していた東ティモール住
民の難民認定を解消しています。

一方で、西ティモール、特に国境の街アタ
ム・ブアや、東ヌサ・トゥンガラ州都のクパ

「物語の記憶―サマルカンド・カーブル・ヒンドゥス
ターン」公演の様子

キャンプを訪れた「風の子」メンバー「風の子」公演を楽しそうに見入る子供たち「風の子」公演より
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異文化理解講座│「MIYAZAWA」欧州ツアー�
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異文化理解講座
ランを知ろう」、「スーフィー・聖者・精霊の
世界」など、延べ472名が受講。1995年以来
実施している「アジア理解講座」も7講座を
行ない、「アジアの布と社会」など、延べ367
名が受講、アジア地域への高い関心が引き続
き示されました。

2004年度は、機構改革により、旧アジアセ
ンターのあった赤坂ツインタワービルからの
移転と改装工事のため、5月からの第1期を実
施せず、9月下旬からの第2期と１月からの第
3期のみを実施しました。

幅広い視点からの講座は大反響
アジア地域への高い関心が明確に。

中東地域およびイスラームに関する高い関
心を背景に、2003年度の2講座に引き続き、
2004年度は「中東理解講座」など8講座を開
講しました。日本では馴染みのなかった中東
地域の文化面の切り口も重視し、ニュース報
道で注目を集めている地域・テーマばかりで
はなく幅広い内容に設定。その結果、「岐路
に立つ中東」、「マグリブ世界を知ろう」、「イ アジア・中東理解講座

「MIYAZAWA」欧州ツアー
ガリア、ポーランド、ロシアの計５都市でラ
イブを開催。日ＥＵ市民交流年、日露修好
150周年記念事業として全都市で現地の人気
アーティストと共演しました。ツアー中には
各地の共演者とのコラボレーションによる新
曲「ひとつしかない地球」をレコーディング。
またツアー終了後は各共演アーティストの来
日公演も実現するなど、日欧のアーティスト
による交流は日欧各国で大きな話題となりま
した。

各国で大反響。ロックバンド
「MIYAZAWA」による欧州ツアー。

舞台芸術分野では邦楽や伝統芸能のほか、
演劇、ジャズ・ポップスなど各分野で計35組
のアーティストの海外派遣を実施。特に大き
な反響を呼んだのが、歌手の宮沢和史氏を中
心とするロックバンド「MIYAZAWA」によ
る欧州４ヶ国ツアーです。2005年１月のパリ
日本文化会館を皮切りにブルガリア国立文化
宮殿やモスクワ芸術座など、フランス、ブル 欧州ツアーライブ

漫画展
により、豊かな社会の建設をめざしています。
本展では、アジア8カ国（中国、インド、イ
ンドネシア、日本、韓国、マレーシア、フィ
リピン、タイ）の第一線で活躍する8人の漫
画家が、個性豊かな表現で、自国のIT事情を
描いた新作品（80点）を紹介。これらの作品
を国内8都市（東京、福岡市、つくば市、千
曲市、小平市、徳島市、大阪市、さいたま市）
で紹介したところ、各地方共催団体や入場者
からも好評を得るとともにマスコミでも数多
く取りあげられました。

第9回アジア漫画展
アジアのIT事情をテーマに開催。

漫画という親しみやすい表現を通してアジ
アの社会・文化や人々の暮らしなどを多面的
に紹介することをめざし、1995年以降、毎年
｢アジア漫画展｣を開催しています。第9回展
のテーマは｢アジアのIT（情報技術）｣。アジ
ア各国は各分野にわたり着実にグローバル化
が進むなかで、ITを社会、生活、ビジネス、
教育、産業などあらゆる分野に活用すること 漫画展（会場：徳島県立21世紀館）

SOI Music Festival
し、主要な新聞すべてに、記事として取りあ
げられるほどマスコミの関心を引き、好評を
博しました。

特筆すべきは、2005年横浜トリエンナーレ
のキュレーターが、タイのこうしたコンテン
ポラリーなアートシーンに興味を抱いたこと
です。さらに、この文化芸術交流事業は、展
示や公演の要素を加味して、バンコクのポッ
プな世相を表現するために、SOI Projectとし
て同トリエンナーレに参加することに決定し
ています。

現代的な芸術が受け入れられて
横浜トリエンナーレへの参加も決定。

日本とタイのインディーズ系音楽を紹介す
ることを目的に、2004年9月10日から15日まで、
SOI Music Festivalが開催されました。9月には、
バンコク日本文化センターと現地との共催に
よりバンコクで実施、10月には本部助成のも
と、東京で実施することができました。

日本からは、Spank Happy、 Cornelius、
タイからはModern Dog、Futon などが参加 バンコクでのコンサート風景




